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八ードウエア編 


本装置の八 ー ドウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （62 ページ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 S 月しています。 

設置と接続 （69 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
ず。 


基本的な操作 （7 已ページ） 

電源の ON や OFF のちま、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説 B 月していまず。 

内蔵オプシヨンの取り付け （84 ぺージ） 

別売の内蔵型オプションを取りがけるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （122 ぺージ） 

本体内部のケーブル接続例を示しまず。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 


システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (128 ぺージ） 

専用のユーティリティを使った B の S の設定方法について説 B 月しています。 


リセットとクリア （1 已3ぺージ） 

リセ、ソトずる方法と内部メモリに MOS ) のクリアち法について説 S 月していま 
ず。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （1 已7ぺージ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定じついて説明しています。 

RAID コンフイグレーシヨン （1 已 9 ベー ジ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説 B 月していまず。 


ONL-4156bN-1 106 cC-000-02-0702 





62 各部のを称と機能 


各部の名祿と機能 

本体の各部の名称を次 I こ示します。 


本体前面 



1 1 - 


0 。。。.口 [] 

1 ミロ" [1 
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〇 
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—( 11 ) 
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BTO (工場組み込み出荷)で指定して購入した 
3.己インチデバイスベイにオプションの巧蔵 
バックアップ装置を取リがけた場合 
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(1) デバイス用フ□ントマスク 
(フ□ントドア） 

光ディスクドライブを保護しているマスクドア。 

(2) リリースタプ（フ□ントマスク側面に3個） 

フ□ントマスクの□ックを解除するタブ（一89 
ページ)。 

フ□ントマスクを取り外すときに使用。 

(3) スタビライザー 

範倒防止用のストッパ。 

(4) 足 

本体をまえる部材。 

(己） USB コネクタにポート） 

US 巨2.日に対応したポート。 US 巨インタフェース 
を持つ装置と接続する（^72ぺージ)。対応ずる 
ソフトウエア（ドライバ）が必要。 

(6) □に K アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵の八ードディスクドライブにアクセスし 
ているときに緑色に点なする（^67ぺージ)。内 
蔵八ードディスクドライフをオプションボードに 
接続している場合は別売の専巧ケーブルを接続す 
ることにより点灯する。 

(7) POWER / SI _ EEP ランプ（緑色/憧色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する（^目7ぺ一 
ジ）。省電カモード中は禮色に点灯する。 

(8) POWER スイッチ 

本体の電源を ON/OFF ずるスイ、ソチ。一度押すと 
POWER/SLEEP ランプが緑色に点巧し、 ON の状 
態になる。もう一度巧すと〇ドドの状態になる 
7己ぺージ)。 

省電カモード（スリープ）じ切リ替える機能を持 
たせることもできる。 

設定後、一度押すと、 POWER/SLEEP ランプが 
穫色に点灯し、省電カモードになる。もう一度押 
すと、通常の状態になる（搭載されているオプ 
シヨンボードじよっては、機能しないものもあ 
る）。 


(9) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクのデー女の読み出し（または 
書き込み）を巧う。（^82ぺージ)。 

モデルや購入時のオーダーによって]: rF のドライ 
ブが標準で搭載される。 

•DVD-ROM ドライブ 
♦ DVD-RAM ドライブ 

各ドライブには、トレーをイジェクトするための 
才ープン/ク□-ズボタン、ディスクへのアクセ 
ス状態を表示するアクセスランプ（アクセス中に 
点な）、トレーを強制的にイジェクトさせるため 
の強制イジェクトホールが装備されている。 

(10) 3万インチフ□ッピーディスクドライブ 
(オプション） 

3.己インチフ□、ソピーディスクを挿入して、デー 
夕の書き込み/読み化しを行ク装置（^80ぺ一 

ジ)。 

ドライブには、フ□、ソピーディスクをイジェクト 
するためのイジェクトボタン、フ□ッピーディス 
クへのアクセス状態を表示するアクセスランプ 
(アクセス中に点灯）が装備されている。 

購入時のオーダー【こよっては内蔵バックアップデ 
バイスが搭載されている（フ□、ソピーディスクド 
ライブとは排他で使用)。 

(11) 巧臓バックアップ装置 

購入時のオーダーによってはフ□、ソピーディスク 
のかわりに搭載されている（フ□、ソピーディスク 
ドライブとは排他で使用)。 

0S 再インストール時や保守時にフ□、ソピーディ 
スクを使用する場合には、タト付け FDD (USB 
FDD) が必要。また、その場合は巨 I0S セット 
アップメニューを立ち上げて 
「Main」-「Legacy Diskette A:」 を 「Disabled」 
に設定を変更すること。 




64 み部のさ称と磯倉色 


本体背面 


(5) (4) 



(1) 電源コネクタ 

添がの電源コードを接続する（^71ぺージ)。 

(2) 固定ネジ （3 個） 

左側のサイドカバーを取リ外すときに外すネジ 
(一のぺージ)。 

(3) 讀体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止ずることができる。 



(4) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続する（一71ページ)。 

(已）キーボードコネクタ 

添がの丰ーボードを接続する（一71ページ)。 


(6) US 己コネクタ 

1]5巨インタフェースを持つ装置と摇続する 
71ぺージ)。 

対応するソフトウェア（ドライバ）が'必要です。 

(7) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインクフェースを持つ装置と接締する 
(一71ぺージ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接渝は不可です。 

(8) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接編ずる （^71 ページ)。 

(日）モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （^71 ページ)。 

(10) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接渝する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/1 0巨 ASE-T 対応の 
コネクタ（^71ぺージ)。 

(11) UNK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ（一68 
ぺージ)。 

(12) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの起送速度を示すランプ（^目8ぺ一 
ジ）。 


















































































































































































ハードウ卫ア編 巨已 


本体巧部 


(1) (2) (3) (4) (5) (6) 



(7) 


( 8 ) 

(9) 


(1) ファイルベイ 

(2) 3.已インチフロッピーディスクドライブ 
(オプション） 

(3) 光ディスクドライブ 

(4) メモリ用ファン 

(己）八ードディスクドライブベイ 

(6) デバイスベイ固定ネジ （4 本） 

ハードディスクドライプペイを外すときにゆる 
め、ファイルペイを取りかすときにかすネジ。 


(7) 3•已インチ八ードディスクドライブ 

(8) 電源ユニット 

(9) マザーボード 

(10) メモリ （ DIMM ) 

(11) CPU と水をジャケット 

(12) を却フアン（リア）（末尾の数字は;ち却 
フアンの順番） 

(13) ラジェ ータ 


























巨巨 各部のさ称と機能 
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プ□セッヴソケット 
電源コネクタ 

DIMM ソケット（末尾の数字は DIMM 番号 
を示ず） 

メモリ用フアンコネクタ 

CMOS コンフイグレーシヨンジヤンパ 

フ□ントパネルコネクタ 

リチウムバッテリ 

シリアル ATA コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示ず） 

スピーカ 


(9) (4) 

( 12 ) 


( 10 ) IDE コネクタ 

(11) フロッピーディスクドライブコネクタ 

(12) RAID LED コネクタ 

(13) PC 柿ードスロット 

(13)-1 PCI Express x 4 讯ミが: x 4 性能 x 1) 
{13)-2 PCI Express x 8 
(13)- 3 32- bit /33 MHz 
(13)-4 32- bit /33 MHz 

(14) ; ち却フアンコネクタ（リアフアン用）（末 
尾の数字はフアンの順番） 

(1 已)を却フアンコネクタ （ CPU 巧） 

(1 目)外部接続コネクタ 
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ランプ表巧 


本体のランプの表示とその意巧は次のとおりです。 



POWER/SLEEP ランプ 

本体の電源が ON の園、緑をに点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一定時闇と Ih 、 操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよラ設 
定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 


アクセスランプ 

アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑をじ点灯 
しまず。フ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれに 
セットされているディスクにアクセスしているときに点灯します。 
































































































68 各部のを称と機能 


UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの巧態を表示します。本体と HUB 1 こ電力が供給されてい 
て，かつ正常に接続されている園，点灯しまず （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態をお認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが巧障している場合がありまず。お買い求めの目反売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


1000/100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、100祀 ASE-T (1 Gbps ) 100 BASE-TX (100 Mbps ), 10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの适信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。憧色に点なしているときは、100祀 ASE-T で動作していることを、緑 
をに点灯しているときは100 BASE-TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
10 BASE-T で動作していることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 

AA 

などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 


♦ 一人で持ち上げない 

♦ 指定 ly がの場所に設置-保管しない 

♦ 装置を並べて設置ずる際は、装置間に少し間をおいて設置ずる。 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりでず。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 

































70 設置と接続 


次に示すを件に当てはまるような場所には、設置しないで<ださい。これ6の場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 



湿度変化の激しい場所（暖房器、 強い振動の発生する場所。 

エアコン、ぶ蔵庫などの近く）。 



腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など)、薬品類のおくや薬品類がか 
かるおそれのある場所。 




電源コードまたはインタフエー 
スケープルを足で踏んだり、 
引っ掛けたりするおそれのある 
塌所。 

\_ y 



本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接締しなければな6ない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信巧アン 
テナ、送電線、電廊クレーンな 
ど）の近<。 


電源ノイズ（商巧電源をリレー 
などで ON/OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近< には設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近く【こ設置するときは電源配 
線の分離サノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 





















































































ノ、ードウエア,漏71 



本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周 a 装置を接続してか6添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



警告 


A' 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ めれた手で電源プラグを持たない 


A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


♦ 

指定な列のコンセントに差し込まない 

A A 

♦ 

♦ 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

♦ 

指定 1 U がの電源コードを使わない 


♦ 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


♦ 

指定 ly 列のインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続しまず。 


• 本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ6の装置を使用できることをあ5かじ 
め確 IS してください。ヴードパーティの装置の中には使用でをないちの 
ちありまず。 

参 必要に応じてケースレストッパを取り付けてケープルを固定してくださ 
し、。キーボード/マウスや PCI ス□ットに増設したボードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止ずるため効果がありまず 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されていまず)。 

参 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを ちに向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可でず。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタでず。何も接続しない 
でぐださい。 


本体前面 



対応ずるドライバが必要です。 
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本体背面 





















































































74 設置と接続 


電源コード 

添付の電源コードを接続します。 





• 本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の 

背面にある出カコンセントに接続します。 

UPS の出カコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 
という2種類のコンセントがあります （「 OUTPUT 1」、「 OUTPUT 2」 と 
呼ぶ場合もあります）。 UPS を制御するアプリケーシヨン （ ESMPRO / 
UPSController など）から電源の制御をしたい場合は 、 「SWITCH OUT 」 
に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、 rUN-SWITCH 
OUT 」 に電源コードを接続します （24 時間稼働させるモデムなどはこの 
コンセントに接続します）。詳しくは UPS に添付の説明書をご覧くださ 

い。 


<例> 


ご使用時にバッテリ 



接渝コネクタを接渝 
してください。 

移設等で移動する隙 
はタトしてください。 


• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源 f 共給と本体 

の ON / OFF を連動（リンク）させるために BIOS の設を変更が也、要となる場 
合があります。 

BIOS セット アップ ユーティリティの 「 Server 」 一「 AC 丄 INK 」 を選が 
し、適切な パラメータ 値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法じついて説おします。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にしまず。 


W -0 電源を OFF にしたを、再度電源を ON にずる時には、10巧ほど経って占、日電源 
置3 を ON にしてください。 


1. フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクをセットしていないことを確認 
する 0 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードをあ続している場合 
は，電源制御装置の電源が OKI になっていることを巧認してください。 


If エック I 


3. 本体前面にある P 0 WER/SLEEP 
スイッチを巧す。 

本体前面の P 0 WER / SLEEP ラン 
プが緑色に点灯し、しば6<ずる 
とディスプレイ装置の画面には 
「 NEC □ゴ」が表示されまず。 

「 NEC 」 □ゴを表示している園、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動しまず。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ヮードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示しまず。 
巨!^ 216 ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実巧され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード，マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
B の S セットアップユーティリティの起動メッセージなどち表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している圍，ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと ， POST 
の実行内容が表示されまず。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設をを 「 Enabled 」 に切り替えて < だ 
さい （139 ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常にお認ずる必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 導入時 

• 「巧障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の聞に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置じなんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないよラにし 
てぐださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に [Press Any KeyJ 
とキー入力を要ホずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものでず。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してか5何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にず 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを示 
ずメッセージを表示して POST をいったん停止ずることがありまず。 

この場合はく Fl > キーを巧して POST を継続させてくださし、。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設 
定でさまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めまず。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了ずる 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合がありまず。 
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2. メモ1」チェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ5は搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知 S せ 
るメッセージでず。 

3. しば5 くすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティ U ティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメ、ソセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更するか要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている聞に < F 2> キーを押します。 
設定ち法やパラメータの機能については、128ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 本体標準装備のシ U アル ATA インタフェースを使用した八ードディスクドライブ 
のディスクアレイ機能をち効にしている場合は、次のメッセージが表示されまず。 

Press <CtrL><M> to Run LSI Logic Software RAID Setup 
UtiLity. 


ここで <Ct 「 l> キーと <M> キーを押すと八ードディスクドライブの RAID を構築する 
ためのユーテイリテイが起動しまず。設を値やユーティリテイの詳細じついては 
159ぺージを参照してください。 


已.続いて本体にオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□—ラを搭載している場合は、团 0 S セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何を入力せずにいると数砂をに POST を自 
動的に続けます)。 

<例： SCSI B の S セットアップユーティリティの場合> 

Press <CtrL> <A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! 

ここで <Ct 「 l> キーと <A> キーを押すとユー ティ リティが起動します。 SCSI 機器の設定 
値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 機器を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

6. オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップ ユーティリティ 「 SETUP 」 でバスワードの設定をずると、 
POST が正常に終了した後に、バスワードを入力する画面が表示されまず。 

パスワードの入力は、3回まで行えまず。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてか6、が)10秒ほど時闇をあけ 
て ON にしてください。 
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os をインス I ルするまではバスワードを設定しないでください。 


8. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た，エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通巧します。エラーメッセージ 
とエラーを通巧するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処ちまじついては、「運用•保 
守編」を参照してください。 


"~〇 な守サービス会社:に連結ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Bto ださい。アラーム表示はな守を行ラときにち用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順をで電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照ずるか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをずる。 

2. POWER / SLEEP ランプが消口したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OF 円こする。 


省電カモードの起動 


AC 円モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューか6スタンバイを選択ずるか、 POWER / SLEEP スイ、ソチの設を 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / S 止 EP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は韶除されます。 


POWER/SI_EEP ランプ 




省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰ち法については、 
Windows Server 2003の設をによって異なります。また、省電カモード中の動 
作レベルは、 Windows Server 2003の設をに依巧します。 


wO 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードか6復帰ずる際に元の状態に復帰できない場合びありま 
ず。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保有（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブをオプション違択じより搭載できます。 
3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ日、ソピーディスクり 20 K パ' 
イト）を使用することができます。 

フ□ツピーディスクのセツト/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化しまず。 

イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せます。 


• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると，ディス 

医ェック I クの内容を読めないことを巧6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0 S じ添付の説 S 月書を参照してフ□ッ 
ピーディスクをフォー マッ トしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起 
動ずるとフ□ッピーディスクから起動しまず。フ□、ソピーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを巧認してから 
フ□ッピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中に 
取り化すとデータがが壊されるおそれげあります。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保をする大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていまずので> 次の点にを意して取りあってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高くなる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のおくや薬品のおくには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものをおづけないでください。 

• クリ、ソプなどではさんだり、をとしたりしないでください。 
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• 磁気やほこりか5保畫できる専届の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようじなっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソピーディスクは，読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは，書き込み時じ(か 
はライトプ□テクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで行います。 



書き込み不可書き込み巧 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ □、ソ ピーディスクはあずバ 、ソク アップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブは CD-ROM や DVD-ROM (読 
み化し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置でず。 CD-ROM や DVD-ROM 
はフ□、ソピーディスクと比較して，大量のデータを高まに読み化すことができまず。 


A 注意 


装置をままにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
A XTN などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ぺージ W 降の説 

0月を ご覧 < ださい。 

• 巧ディスクドライブのトレーを引走出したまま放置しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER/SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面の才ープン/ク□—ズボタンを巧す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの文字占呵刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に 置<。 

4. 才ープン/ク□-ズボタンを巧すか、トレーの前面を軽く巧す。 

トレーは自動的にドライブ巧にセツトされます。 




ディスクのセットを、ドライブの駆動音が大壬く聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセットするときと同じように才ープン/ク□—ズボタンを 
押してトレーをイジェクトし，トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に点灯 
しているときは，ディスクにアクセスしていることを示します。この闇、才ープン/ク□—ズ 
ボタンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S か6トレーをイジ I クトすることわできます。 

ディスクを取り化した6トレーを元に戻してください。 


ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□—ズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
化します。 


1. POWER/SLEEP スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER/SLEEP ランプ消 
な）にする。 
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2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引さ伸ばして代用でさ 
る）を光ディスクドライプのフロ 
ントバネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと巧ず。 

強制イジェクトホールの位置はドライブのタイプによって異なる場合があります。 




3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

已.トレーを巧して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取リキ及ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクじつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを巧とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり，曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼6ないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キブをつけたり、範筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射曰光の当たる場所や暖房器具のお< など温度の高< なる場所には置かないで< ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で、巧側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいてください。 

• 清掃の隐は> CD 専用のクリーナをお使いください。レコード届のスプレー 、ク リーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいちのを使巧しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出だない場合は、な守サービス会 
社に連経してください。 


強制 イジ ェクトホール 


使用後は、専巧の収納ケースに保管してください。 
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装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミち意 



装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を巧まない 

A ちご日ご >3■な 


爪 

AQ 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付け6れるオプションの取り付け方法およびを意事項につし > て記載しています。 


mm 


• オプションの取り付け/取り列しはユーザー個人でも巧えまずが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り列しを巧 
わせるよ5お動めしまず。 

• オプションおよびケーブルは醉社が指定ずる部品を使用してください。 
指定むがの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• ハードウエア構成を変更した場合も、おず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください（日4ページを参照)。 


安を I こ正しくオプションの取りがけ/取り外しをずるためじ次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



安を上の注意 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されていまず。取りがけ' 取りかしの際は静電 
気による製品の S な障に十分を意して<ださい。 

• U ストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやずい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を斤って<ださい。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をしまず。 


1. 日 S か5シャツトダウン処理をず 
るか POWER / SLEEP スイツチを 
押して本体の電源を日 FF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 
にずる。 


2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタか S お 
く。 




3. 本体背面に接続しているケーブルをずベて取りがず。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

サイドカバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはサイドカバーを取りかしまず。 

取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 


1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


2. 箇体□ックに錠をしている場合 
は、錠を取り外ず。 



3. 本体をしっかり持ち、ち側の力 
I く一が底面を向くよラにして横置 
さにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
し、またこのとき、スタビライザー 
がぶつか 6 な いように、かの端か 
6少しだけはみ化すようにしてく 
ださい。フ□ントマスクを取りか 
す場合は、フ□ントマスクを取り 
外した後に横向きにしてくださ 
い。 
















88 内蔵オプションの取り付け 



已.背面のネジ3本を外ず。 



6. 矢印でおず方向にサイドカバーを 
しっかり持って取りがす。 



取り付け 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 
最後に取り外しの際に外したネジ （3 本）でサイドカバーを固をします。 

























































































ハードウ卫ア編 89 


フ□ントマスク 

3.己インチデバイスを取りがける（または取りかす）ときはフ□ントマスクを取りかします。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


8已ぺージを参照して取り外しの準備をずる。 

87ページを参照してサイドカバーを取り外ず。 

装置をゆっくりと静かに立てる。 

フ□ントマスクの左側にある U 
U - スタブ （3 力巧）を引き、フ 
□ントマスクを取り外します。 



前面に引っぱりずざるとフ□ントマスクのち側を固定しているフックを 破損 
置3 してしまいまず。がしだけ引き出してください。 


已.ち側の力 J く一が底面を向くよラにして本体を横置さにする。 

ゆっくりと静かに倒してください。 
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取り付け 

フ□ントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。フ□ントマスクのち 
側にある3つのタブを本体前面の巧に差し込んでか6左側を本体に向けて押し、リリースタブ 
で□ックしてくださし、。 
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3.已インチ八ードディスクドライブ 

本体の内部じは、 SATA 八ードディスクドライブを最大3台まで取り付けることができます。 


"-0 轉社で指定していない八ードディスクドライブを使巧しないでください。ヴー 
邑3 ドバーティの A - ドディスクドライプを取り付けると A - ドディスクドライ 
プだけでなく本体が故障ずるおそれびありまず。また、これ6①製品が原因と 
なった故障や破損についての修理はな罰期間中でをち料となりまず。 


八ードディスクドライプペイ 
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取り付け 


次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 

1. 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

接続するマザーボードの 
シリアル ATA コネクタ 

1台目 

上か61段目 

シリアル ATA コネクタ1 

2台目 

上か6 2段目 

シリアル ATA コネクタ2 

3台目 

上か6 3段目 

シリアル ATA コネクタ3 

4台目 

巧用不可 

ホ使用 



2. 86ぺージを参照して取り列しの準備をする。 


3. 87ぺージと89ぺージを参照してサイドカバーを取り外す。 


4. A - ドディスクドライブをずでに 
搭載している場合は、八ードディ 
スクドライプに接続している 
SATA ケープルと電源ケーブルを 
かす。 
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己.八ードディスクドライフベイのネ 
ジ （4 本）を外し、八ードディス 
クドライブベイを取り外ず。 


6. ち図の用に八ードディスクドライ 
プベイを置き、 A - ドディスクド 
ライブの部品面を下にした状態で 
実装したいス□ットに八ードディ 
スクドライプをゆっくりと T 寧に 
差し&む。 


八ードディスクドライブに添付の 
ネジ （4 本）を使用して、八ード 
ディスクドライブベイに八ード 
ディスクを固定する。 


A - ドディスクドライプを固定ずるネジは、 A - ドディスクドライブ添付のネ 
ジを使用してください。（大切にな管しておいてください）。 


• 八ードディスクドライブベイをしっかりと持ち、落とさないようにゆっ 
くりと T 寧に持ち上げて外してください。 

• メモリ巧フアンや、そばにあるインタフエースケープルなどを破損しな 
いよ5にま意してください。 
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8. A - ドディスクドライブベイを元 
に戻し、ネジ （4 本）で固定す 
る。 



"~〇 パードディスクドライブベイをしっかりと持ち、おとさないようにゆっくりと 
Bra T 寧に持ち上げて取り付けてください。 



10. 八ードディスクドライブに接続し 
た SATA ケーブルのを5-方のコ 
ネクタをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続する。 



• 各種ケーブルを接続ずる場合、ケーブル類び;ち却ファンに触れないよ5 

暨 3 にを意してください。 

• メモ U 用フアンの上に電源ケーブルとインターフ王ースケーブルび配線 
されないようにを意してください。ファンにケープルび触れるとケープ 
ルを破損ずるおそれびありまず。 
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11. 本体を組み立てる。 

12. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS か己八ードディスクドライ 
プが正しく認識されていることを確認ずる （1 28ぺージ)。 

本体標準のディスクアレイを使用ずる場合は、次の「本体標準のディスクアレイを 
使用する場合 (SATAU を参照してください。 


本体標準のディスクアレイを使用する場合 (SATA) 

本体のマザーボードには、標準でディスクアレイコント□ーラを搭載しています。このコント 
□ーラにより RAID ドライブを構築ずることができます。 

ディスクアレイを構築ずるには2台の八ードディスクドライブがあ要です。コント□ーラの制 
御やを種設定はコント□-ラに搭載されているコンフィグレーシヨンユーティリティ 「LSI 
Logic Software RAID Setup Utility 」 を使用します。詳しくは 1 目 1 ぺージを参照してください。 


"-ドディスクドライブは同じ容量および性能のをのを使用してください。 


1台目の八ードディスクドライブのインタフェースケーブルをマザーボード上の SATA 1 コネク 
夕へ，2台目を SATA 2 へ接続します。 



サポートしている RAID 構成は、 RAID 0 (ストライピング）と RAID 1 (ミラーリング）です。 

SATAA - ドディスクドライブモデルで本体標準装備の RAID 機能を使巧して 
N 军司 いる場合は必ず 、 rAdvancedJ メニューの [\/0 Device ConfigurationJ 
一 rSATA Controller Mode Option 」 を Enhanced 」 に設定し、 
rAdvancedJ メニューの 「1/0 Device Configuration」-*^「SATA RAID 
Enable 」 を rEnabled 」 に設定してください。巧期帽（|■ Disabled 」 ） のま 
ま起動ずるとノ V — ドディスクドライブのデータが壊れる場合がありまず。 
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• RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです 。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを吕台の A - ドディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構巧している八ードディスクドライブが！台でも故障ずるとデー 
夕の復旧はできまだん。 

• アレイ® IS 理容量は、接結されむドディスクドライブの整数倍となります。 


• RAID ! (5 ラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録するちまです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
じ記録ずるため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してわもう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができまず。 



• データを吕台の A - ドディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は萬りまず。 

• アレイの論理容量は、接続された A - ドディスクドライカ台と同じとなりまず。 
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取り外し 

八ードデイスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 





JK - ドディスクドライブ巧のデータについて 

取り列した A - ドディスクドライブにな巧されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第云ちへ漏ミまずることのないよ 
ラにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティング 
システムの「フォーマット J コマンドでは見た目は消去されたよラに見 
えまずび、実際のデータは A - ドディスクドライプに書を込まれたまま 
の状態にありまず。ちまに消去されていないデータは、特巧なソフトウエ 
アにより復兄され、モ期せめ巧をにお用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回超ずるために巿販の消去巧ソフトウエア（有償） 
またはヴービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お動めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守ヴービス会社にお問い合わせください。 


1. 8日ページを参照して取り外しの準備をずる。 

2. 87ページと89ぺージを参照してサイドカバーを取りがす。 

3. 「取り付け」の手順4〜已を参照して八ードディスクドライブベイを取り外す。 

4. 八ードディスクドライブベイを平6で丈夫な場刷こ静かに置き、固定ネジ （4 本） 
を外し、八ードディスクドライブをゆっくりと T 寧に取り外ず。 

"-ドディスクドライプの固定ネジは、大切にな营しておいてください。 

Bra 

已.「取り付け」の手順8〜1□を参照して八ードディスクドライブベイを元に戻し、お 
要なケープルを接続ずる。 

6. 本体を組み立てる。 

7. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS か S 八ードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認ずる （1 28ぺージ)。 
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PCI ポードスロブト# 1— 
PCI ボードス□ジト #2*^ 
PCI ポ-ドスロット#3、 
PCI ポードスロット#4、 


PCI ボード 

本体じは、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを4つ用意しています。 




PCI ボードは静電気に弱い電モ部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか6ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に巧ずるま意については、8己ページで説 
明していまず。 

取り付けた PCI ボードの用途にあわせて 「PCI Configuration 」 の 
Option ROM の設定 （141 ぺージ参照）を行ってください。 

Option ROM の展開を無効にずることによりメモリの消費を防ぐだけで 
なく、起動時間を短縮ずることもでさまず。 


© 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス C ) 





PCIe#ri 

PCIe #2 

PCI #3 

PCI #4 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

xl 

レーン 

x 8 

レーン 

32 -bit 

33 MHz 

32 -bit 

33 MHz 

備考 

PCI ス □ツ トサイズ 


Full-Height 




PCI ボードタイプ 

x 4 

ソケット 

x 8 

ソケット 

已 V 




搭載可能な 
ボードサイズ 


シヨ 

-卜 



N8 103-95 

SCSI コント□—ラ 

(力ー ド性能： 64bit/66MHzPCI) 

— 

— 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

— 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N8 103-93 

増設バッテリ (SATA) 

— 

— 

〇 

〇 

最大1枚まで 

N 8103 -89 用 

N 8103-101 

ディスクアレイコント□—ラ 

(SATAII) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

〇 



最大1巧まで 

N8 103-89 といずれか1おのみ 

N8 103- 102 

増設バッテリ （SATAII) 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 

N8103-101 巧 

N 8103 -103 

ディスクアレイコント□—ラ 

(SATAII) 

— 

— 

〇 

〇 


N 8104-111 

10犯冉 SE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHzPCI) 

- 

- 

〇 

〇 

最大2枚まで 
(Teaming 時含む） 

N8 104-86 

1〇犯冉 SE-TX 接続ボードに ch) 

(力ード性能： 32bit/33MHzPCI) 

- 

— 

〇 

〇 

最大2枚まで 
(Teaming 時含む） 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接痴ボード 

(力ー ド性能： 64bit/133MHz PCI-X) 



〇 

〇 

PCI パス当たり、 1 枚まで （AFT 時 
は同じポードを最大2おまで） 

N8 104-112/N8 1 04- 120との混在 
実装不可 

N 8104 -114 

100肥 ASE-T 接痴ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS (xD) 

〇 

〇 



最大2枚まで 

N8 104-1 14同±の Teaming 
(FEC/GCE 相当）は巧 
その他の N にとの Teaming (AFT/ 
AL 巨相当）は不巧 

N8 104- 120 

1000 BASE-T 接滿ボードに ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 



〇 

〇 

PCI パス当たり、 1 枚まで （AFT 時 
は同じポードを最大2枚まで） 
N8104-119/N8104-112 との混在 
実装不可 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接滿ボードにか!） 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI 
EXPRESS (x4)) * 


〇 



最大1枚まで 

その他の N にとの Teaming (AFT/ 
ALB 相当）は不可 

10BASE-T はホサポート 

N 8104 -112 

100犯 ASE-SX 接痴ボード 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 



〇 

〇 

PCI バス当たん1枚まで （AFT 時 
は同じポードを最大2枚まで） 

N 8104 -119/N8104-120 との混在 
実装不可 

N8117-01A 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 P 幻 e# 1はX1のみで動作します。 


* 搭載巧能なボードの奥行きサイズ173.1 mm まで（ショートサイズ)。 
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N 8103 -101/103 : SATA ディスクアレイコント□-ラ 

• インス I ルする RAID コント□—ラの仕様にあった八ードディスクドライブとケーブ 
ルを用意してください。 

• 八ードディスクドライブの ID や終端設をがある場合は正しく設定してください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive[lndepend 飢日 Disks ) レベルでか 
要となる台数分の八ードディスクドライブを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は，八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブじとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転递 
をと容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実隐に使用できる容量がルさくなり 
まず。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換ずる場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーシヨン情報）をディスクアレイコント□—ラボードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーシヨンユーティリティを使用しまず。詳しくは、「ソフ 
トウエア編」を参照してください。 

• RAID の構築は適切な RAID コンフィグレーシヨンユーティ リ ティを 使用してください。 

• RAID コント□—ラボードに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の D に K アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボー 
ド上の LED コネクタと RAID コント□—ラボード上のコネクタに接続してください（詳し 
くは RAID コント□-ラに添付の説明書を参照してください)。 


C 




マザーボード 



マザーポード側に 



LED ケーブル 


RAID コント□-ラの取り付けについて 

1：又下の RAID コント□-ラをインストールするために検討すべきことを記載しまず。詳しくは 
RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 



i 包 d 

置 

M-®-l■ ®i 


u 巨巨巨 


一宣冒昌宣 
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言昌昌冒 f 
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- N 8103-101 


黒色のケーフル 
を接続 


Port 1 Port 2 Port 3 Port 4 





に 


—— nl 

—— nl 

^ —— nl 

^ —— nl 


Port 5 Port 6 Port 7 Port 8 



皿 



〇〇 

MiiiiiiHiiiiiiiiiii 


コロ ロロロロこ 


3ロロ ロロロロロロ C \ 


赤色のケーブル 
を接続 


回 


N 8 103- 103 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンバの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 86ぺージを参照して取りかしの準備をする。 

3. 87ページを参照してサイドカバーを取りがす。 


4. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーのネジ （1 本）を列し、増設 
ス□ットカバーを取り外す。 



"~〇 取り列したス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 


已.ボードの部品面を本体底面側に向け、ボードの U アノ くネルをフレームの(ネにしつ 
かりと当ててか6ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ボードを巧し込む。 



"~〇 うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取り夕 I •して占、日取 
ito り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれ 
びありまずのでま意してください。 



















































ノ、ー ドクエア編 103 


6. 手順4で外したネジ （1 本）で 
ボードを固定する。 


7. 本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を化頼してください。 

9. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは139ページをご覧ください。 



取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプ （ SCSI コント□-ラボード等）によっては、取りがけ後にユーティ 
リティ（本体の B の S セットア 、ソ プユーティリティやボードに搭載.添付されているセット 
アップユーティリティ）を使って本体の設走を変更しなければな6ない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正し<設をしてください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のかさい順にスキャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 巧に团 0 S ユーティリティが格納されている場合は， PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 
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取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 

1. 86ぺージを参照して取り列しの準備をする。 

2. 87ページを参照してサイドカバーを取りがす。 

3. ネジ （1 本）をがし、ボードを取り外ず。 

4. 増設ス□ットカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

日.本体を組み立てる。 

色.本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージを^モした後、保守サービス会 
社に保守を依頼して<ださい。 

7. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Confi 有 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

J \- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは139ページをご覧ください。 
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N 8117-01 A 増設 RS -232コネクタキットの取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを巧います。詳細について 
は、コネクタキットじ添付の説明書を参照してください。 

1. 取り付けるス□ットのス□ットカバー固定ネジを外して、ス□ットカバーを取り外 
す。 

取り列したスロットカバーは大切に巧管してください。 



2. ブラケットの先端がフレームのガイドに正しく差し込まれていることを確認し、 
しっかりと取り付け、手順1で外したネジで固定する。 



本製品を取り付けようとずる装置により PCI BRACKET の付け曾えかぶ、要と 
DM な日まず。 

出荷時 、 Low Profile タイプの PCI 日 RACKET が取り付け5れていまずので 
Full Hei 邑 ht タイプの PCI ス□ットに取り付ける場合、添付の Full Height PCI 
用の BRACKET に交換してください。 
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3. 他の PCI ボードに緩衝しないよ5ケーブルをフォーミングしてマザーボード上のシ 
リアルポート B コネクタに接続する。 

シリアルポート B コネクタの位置はし U 下を参照してください。 


"~〇 ケープルを接続ずる場合、コネクタの極性キーを合わせて誤接続しないようま 
BE 意してください。 



シリアルポート B コネクタ 


4. 取り列したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる 

日. BIOS セットアップメニューで Serial Port B の設定を行う。 

「 Advanced 」- Fl/O Device Confi 呂 uration」-「Serial Port B 」 を Enabled 」 
に設定する。 
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[ 


八！/ 




本体背面 


本体前面 


マザーボード 


DIMM 


DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取りがけまず。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります。 

^モリは最大 4 G 目 （1 G 目 X 4 枚）まで増設できます。 




• 醉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体が故障ずるおそ 
れがありまず（これ5の製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となりまず)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてか6ボードを取り扱ってください。また、 
ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に巧ずるま意については、8已ページで説明し 
ていまず。 

• オペレーティングシステム （Microsoft Windows Server 2003， 
Standard Edition ) がヴポートずる最大メモリ容量と利用可能なメモリ 
容量は次のとおりでず。 

搭載メモリ容量：〜 3 GB ^利用可能メモリ容量：搭載メモリ容量と同じ 
搭載メモリ容量： 3.日 G 〜 4 GB 一利用可能メモリ客量：約 3.3 GB 

またチップセットの仕様などにより PCI ソース領域として約7己 0 MB メ 
モリを使用ずるため、実際に使用できるメモリ客量は搭載メモリ客量よ 
りかなくなることがありまず。（搭載ずる PCI カードの種類/枚数によつ 
てを少変動しまず。） 


DIIMM #2 DIIMM #4 

DIIMM #1 \ DIIMM #3 / 





また、本装置では六モリの Dual Channel ^ モリモードをサポートしています。 

Dual Charnel 六モリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となりまず。 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用ずる場合と使用しない場合で増設順唐や増設単位 
が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありませんが、メモリス□、ソト1一2^3一4の順番で 
増設してください。 

• Dual Channel メモリモードを使用ずる場合 

次のを件を守ってください。 

一 2枚単位で取り付けてください。 

一取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順唐はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

ス□ット1 

ス□ット2 

ス□ット3 

ス□ット4 

例1 

動作する 

己に MB 

DIMM (標準） 

(ホ搭載） 

512 MB 

DIMM 

(ホ捨載） 

例2 

動作する 

引 2 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 G 巨 

DIMM 

例3 

動作しない 

日に MB 

DIMM (標準） 

1 G 巨 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(ホ搭載） 

例4 

動作しない 

5に MB 

DIMM (標準） 

1 G 巨 

DIMM 

(ホ搭載） 

16 B 

DIMM 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けまず。 


1. 86ぺージを参照して取り付けの準備をずる。 

2. 87ページを参照してサイドカバーを取り外ず。 

3. 左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


4. ネジに本）を外し、メモ U 用 
フアンを取り外ず。 


已. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左ちのレバーを開く。 

6. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと巧し込む。 




^ DIMM の向きじを意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 

区エック I の キーとキース □ットがありまず。 


無理な力を加えたり斜めに差ずと DIMM やコネクタを破損ずるおそれびあり 
Dto まず。まつずぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

7. レバーを確実に閉じる。 

8. メモ1」用フアンを取り付け、ネジ （2 本）で固定する。 

9. 本体を組み立てる。 
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10. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認ずる。 

POST のエラーメッセージの詳細じついては216ぺージを参照してください。 

11. SETUP を起動して rAdvancedJ メニユーの 「 MemoryConfi 呂 uration 」 で増設 
した DIMM が团 0 S か5認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （140 ページ参照)。 

12. rAdvancedJ メニユーの 「Reset Confi 巨 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは139ページをご覧ください。 

13. ぺージングファイルサイズの設定を変更ずる。 

Windows Server 2003の場合は30ぺージをき照してください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外しまず。 


^ • 巧障した DIMM を取りかず場合は， POST や ESMPRO で表示されるエ 

区て巧！ ラーメッセージをお認して，取り付けている DIMM ソケットをお認して 

<ださい。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 



2. 取り外ず DIMM のコネクタの両側にあるレバーを左ちにひろげる。 
DIMM の□ックが解除されます。 

3. DIMM を垂直に取り外ず。 


4. 本体を組み立てる。 

已.本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については216ぺージを参照してください。 

rAdvancedJ 乂ニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にずる。八ード 
ウェアの構成情報を更新するためでず。詳しくは139ページをご覽ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合•は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 を fYesJ にずる。 

エラー情報をクリアずるためでず。詳しくは140ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は30ぺージを参照してください。 


無理な力を加えたり斜めに巧くと DIMM やコネクタを破損ずるおそれがあり 
まず。まつずぐ、ていねいに引き巧いてください。 
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ファイルデバイス 

本体じは、 M 0 ドライブなどの内蔵バックアップ装置を取りがけることができます。また、標 
準搭載の DVD - ROM を取り外すことで、オプションの DVD - RAMI こ交換することができます。 



SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボードと内 
蔵 SCSI ケーブルが化要になります。詳しくは「ケーブル接続」を参照してくだ 
さし、。 


ファイルベイ 


3.5 インチ 
デバイスベイ 


5.25 インチ 
デバイスベイ 


<標準が態> 


◎ 


-光ディスクドライブ 


ファイルベイ 



-内蔵パックアップ 
装置 

-光ディスクドライブ 
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取り付け（内蔵バックアップ装置） 

次の手順に従って内蔵パックアップ装置を取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中 
ムじ説おします。デバイスベイ変換キットについては、説明が異なる場合のみ併記しています。 


1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイじ取り付けるデバイスの設定は t (下のとおりでず。 

く SCSI デバイスの場合〉 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端おお; OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付け6れていない場合は 
終端抵抗 ON に設をしてください。 


SCSI デバイスを搭載ずる場合は、 SCSI ID び他の機器と重な日ないように設 
團3 定してください。 


〈 IDE デバイスの場合〉 


デバイス 

設定 

ケーブルコネクタ 

光ディスクドライフ 

MASTER 

MASTER 

IDE デバイス 

SLAVE 

SLAVE 


"~〇 IDE デバイスを搭載ずる場 S ホ、 SLAVE に設定を変更してくださし、。 


2 . 

3. 

4. 


8已ぺージを参照して取り付けの準備をずる。 

87ぺージと89ぺージを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取りがす。 

ネジ （2 本）を外し、装置前面の 
プランクカバーを外ず。 



’ネジ 


取り列したブランクカバーとネジは大切に巧冒してくださし、。 
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已. 3.已インチドライブトレーの固定 
ネジ （2 本）をがし、3.已インチ 
ドライブトレーを引き出してが 
す。 



6. 3.已インチドライブトレーの側面についている固定ネジ （3 本）を外ず。 


ス内蔵バックアップ装置をネジ （3 
本）で3.已インチドライブトレー 
に固定する。 



8. 3.已インチドライブトレーを元に 

戻し、固定ネジ （2 本）で固定す 
る。 



\ 
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9. 内蔵バックアップ装置にインタ 
フェースケーブルと電源ケープル 
を接続する。 



IDE デバイスの場合、ケープルコネクタに MASTER と記載のある方を光ディ 
Bto スクドライブに、 SLAVE と記載のある方を内蔵バックアップ装置に接続して 
ください。 


10. 本体を組み立てる。 

11. SCSI デバイスの場合は 、 SCSI コント □-ラの BIOS ユー ティ U ティを使って転送 
速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□-ラに添付の説明書を参照してください。 

12. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I ルする。 


"~〇 本体標準のフ□ッピーディスクドライプを内蔵バックアップ装置に置き換え 
置3 て、 0 S 再インストールやな守時に外付けフ□ッピーディスクドライブ(列付け 
USB フ□ッピーディスクドライブ）を使用ずる場合には、日 I 0 S セットアップ 
メニューを立ち上げて 「MainJ — 「し e 邑 acy Diskette A :」を 「 Disabled 」 
に設定してください。 


詳しくはデバイスじ添付の説明書を参照してください。 


取り外し（内蔵バックアップ装置） 

内蔵バックアップ装置は「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り 
タトしたままじする場合は、ブランクカバーを取り付けてください。 
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取り付け （3 万インチフ□ッピーディスクドライブ） 

次の手順に従って 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブを取り付けます。ここでは標準装備 
のファイルベイを中ムに説明します。デバイスベイをあキットについては、説 B 月が異なる場合 
のみ併記していまず。 

1. デバイスの設定をずる。 

デバイスベイに取りがけるデバイスの設定はじ(下のとおりです。 

〈 SCSI デバイスの場合〉 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端纖日 FF * 


* オプションの巧蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付け6れていない場合は 
終端抵巧 ON に設定してください。 


— 〇 SCSI デバイスを搭載ずる場合は、 SCSI のが他の機器と重な5ないように設 
邑 3 定してください。 


〈 IDE デバイスの場合〉 


デバイス 

設定 

ケーブルコネクタ 

光ディスクドライフ 

MASTER 

MASTER 

IDE デバイス 

SLAVE 

SLAVE 


"~〇 IDE デバイスを搭載ずる場合は、 SLAVE に設定を変更してくださし、。 


2 . 

3. 

4. 


86ページを参照して取り付けの準備をする。 

87ぺージと89ぺージを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 

ネジ （2 本）をがし、装置前面の 
ブランクカバーを列す。 



. ネジ 


取り列したプランクカバーとネジは大切に保管してください。 
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已. 3.已インチドライブトレーの固定 
ネジ （2 本）を外し、3.已インチ 
ドライブトレーを弓 I き出して外 
す。 



6. 3.已インチドライブトレーの側面についている固定ネジ （3 本）をがす。 


7. 3.已インチフ□ッピーディスクド 

ライブをネジ （3 本）で 3.5 イン 
チドライブトレーに固定ずる。 



8. 3.已インチドライブトレーを元に 

戻し、固定ネジ （2 本）で固定す 
る。 
















118 巧蔚オプションの吸りがけ 


日. 3.已インチフ□ツピーディスクド 
ライプにインタ フエー スケープル 
と電源ケープルを接続する。 



"~〇 IDE デバイスの場合、ケープルコネクタに MASTER と記載のある方を巧ディ 
Bto スクドライプに、 SLAVE と記載のある方を内蔵バックアップ装置に接続して 
ください。 


10. 本体を組み立てる。 

11. BIOS セットアップメニユーでフ□ッピーディスクドライブの設定を変更ずる。 

[ Main ] - [Legacy Diskette A :] を [1.44/1.25 MB 31/2"] に変更して忙 xit ] - [Exit 
Saving 饥 anges ] を選択し、再起動してください。 

フ□、ソピーディスクドライブから巨 oot するには再起動後、目10 S セットア、ソプ^ 
ニューで Boot 設定の変更を巧って < ださい。 

[ Boot ] メニューで Excluded from boot order 1こ表示されてし''る、 Legacy Floppy 
Drives に力ーソルを合わせく x > キーを押下して Boot priority order へ移動させる。 
く+>キーを押下して希望の Boot 順位に移動させる。通常は CD-ROM の次になるよう 
に3番にしてください。 


取り外し （3 万インチフ□ッピーディスクドライブ) 


3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外ずことができます。 
デバイスを取り外したままにする場合は、ブランクカバーを取り付けてください。 
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取り付け （ DVD - RAM デバイス） 

次の手順に従つて DVD - RAM デノ\'イスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中 
ふ、じ説 S 月します。デバイスベイ変換キットについては、説巧が異なる場合のみ併記していまず。 


1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取り付けるデバイスの設定は t (下のとおりでず。 


デバイス 

設定 

ケーブルコネクタ 

DVD-RAM 

MASTER 

MASTER 


DVD - RAM デバイスを搭載ずる 場 S ホ、 MASTER に設定してくださし、。 


2 . 

3. 

4. 

已' 


6 . 


8已ぺージを参照して取り付けの準備をずる。 

87ぺージと89ぺージを参照してサイドカバーとフ□ントマスクを取りがす。 

標準装備の光ディスクドライブのケープルを取り外す。 

ネジ （2 本）を外し、装置前面の 
ODD ベイを外す。 



光ディスクドライブの固定ネジ 
(2 本）を外す。 

























120 内蔵オプシヨ ンの玻 り付け 


1 . ODD ベイのツメ （2 か巧）か S 
光ディスクドライブを外す。 


8. 光ディスクドライプの背面にある 
アダプタの固定ネジ （2 か巧）を 
かし、アダプタを取りかす。 




日. DVD - RAM ドライブの背面に手順8.で取りがしたアダプタと手順スで取り外した 
ODD ベイを取り付ける。 






10. DVD - RAM ドライブを取り付けた 
ODD ベイを元に戻し、ネジで固定 
する。 



11. DVD - RAM ドライプの電源ケーブルとインタフエースケーブルを接続する。 

12. 本体を組み立てる。 
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13. 搭載した DVD - RAM のドライバがあれば、デバイスドライバをインス!-―ルする。 

詳しくはデバイスじ添付の説明書を参照してください。 


取りがし （ DVD 书 AM デバイス） 

DVD - RAM デバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外 
したままにする場合は、 ODD ベイを取り付けてください。 
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ケーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフエースケーブルの接続について説日月します。 



ここで示す図は接続を中むとして説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


J \- ドディスクドライブの増設 

八ードディスクドライブを増設した隐の接続について説巧します。 

シリアル ATA ディスク搭載の場合 

八ードディスクドライプを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。八ード 
ディスクドライブは上か6順に取り付けてください。 



1台目の"ード 
ディスクドライブ 


跑目のトド 
ディスクドライブ 


の E ケーブル 


FDD ケーブル S - ATA ケープル 


シリアル ATA 八ードディスクドライブを2台接続している場合は、マザーボード上のコント 
□-ラを利用して2台の八ードディスクドライブでディスクアレイを構築することができま 
ず。構築できる RAID レベルや構築ち法の詳細については、 「 RAID コンフィグレーシヨン」 （1 閱 
ページ）を参照してください。 
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ディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) [ N 8103 -101/103] との 
接続 


シリアル ATA 八ードディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□-ラ 
に ATA ) にも接続することができます。ディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) は、データ 
の信精性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と RAID 1、 
RAIDS の RAID レベルをサポートしています。 

• RAID 0 (ストライピング） 

八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。このちまを「ス 
トライピング」と呼びまず。搭載している八ードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことにより八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 




• RAID 1 ( S ラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。このちまを「ミ 
ラーリング」と呼びまず。データを記録ずるときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常な八ードデイスクドライブを使用してシステムダウンずることなく継続して運用ずる 
ことができまず。 


• データを搭載している A - ドディスクドライプに分散して記録している 
ためアレイを構成しているけードディスクドライブび1台でち故障ずる 
とデータの復旧はでさません。 

• アレイの論理容量は、接続された"ードディスクドライブの醫数倍とな 
日まず。 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 
ため、を体ディスクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接病された八ードディスクドライブ1台と同じと 
な0まず。 


• RAID 已(ストライピング+バ U テイ） 

ストライピングにより3台の八ードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 


• データを3台の八ードディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 

暨3 ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• パリティデータを保存ずるため、3台の八ードディスクドライプの総容 
量より若干客量びがなくなりまず。 










124 ケープル接続 


インタフエースケーブルの接続例 

インタフエースケーブルの接続例を4つ示します。 

• ディスクを3台増設して DVD - RAM に交換して、内献（ックアップ装置 ( IDE ) を取り付 
けた場合 

標準搭載の フ □、ソ ピー ディスクドライブをオプションの内蔵バックアップ装置 ( IDE ) じ交 
換することができまず。また、標準搭載の DVD - ROM はオプションの DVD - RAM に交換ず 
ることができます。ケーブルは本体接続の IDE ケーブルを使用します。 



巧筑 DE ケーブル 巧巧 S - ATA ケーブル 装宙添付 S - ATA ケーブル 
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• オンボードの RAID を使用し、 SCSI コント□-ラボードに内蔵バックアップ装置 
( SCSI ) を取り付けた場合 

標準搭載のフ□、ソピーディスクドライブをオプションの内蔵バックアップ装置 ( SCSI ) に 
交換することができまず。その隐には、オプションの SCSI コント□-ラボードとオプショ 
ンの SCSI ケーブルが'必要です。オプションの SCSI ケーブルに終端がついているときは、 
内蔵バックアップ装置の終端の設定を無効にしてください。また 、 SCSI ID は他の機器と 
重複しないように設定してください。 



巧巧 IDE ケーブル 巧巧 S^ATA ケーフル 

= 巧な SCSI ケーブル 爱苗添付 S-ATA ケーブル 
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• ディスクアレイコント□-ラボードを接続した場合 

オプションのディスクアレイコント□-ラボードを搭載することで RAID 0/1/5 を実現す 
ることができます。装置に添付の RAID LED ケープルを使用することにより，装置前面の 
デイスクアクセスランプを光らせることができます。 


N 8103 -103 搭載時 



m 目の A - ド 
ディスクドライブ 


お目の A - ド 
ディスクドライブ 


始吕の n - ド 
ディスクドライブ 


巧巧 IDE ケープル 

— 装由;る巧 

RAID L 巨 D ケーブル 


—巧を FDD ヶースレ 

ディスクアレイ 

コント□ーラ巧巧ケーブル 


N 8103-101搭載時 



1を目の A - ド 
ディスクドライプ 


错目の A - ド 
ディスクドライブ 

3を目の八ード 
ディスクドライブ 


巧ま IDE ケープル 


巧峯ド〇〇ケーブル 


装ちぶが 

RAID LED ケーブ J レ 


ディスクアレイ 
コントローラま巧ケーブル 
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電源ケーブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブル t (外は本装置では使用しません。 
• 標準状態の場合 
- SATA ( SCSI ) 




1台目のノトド 
ディスクドライブ 


2台目の八ード 
ディスクドライブ 

3台目の A - ド 
ディスクドライプ 


- 電源ヶーブル 

• J 広張ファイルベイの場合 



— 電源ケープル 




























































































128 システム BIOS のセットアップ (SETUP) 


システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


目 asic い put Output System ( BIOS ) の設定方法について説明しまず。 

導人時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していまずのでほとんど 
の場合において SETUP を使用ずる必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び巧つてく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルがありまず。に upervisorj 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要ができまず。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定の客を変更でさる項目が限5れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
まず。このため設定画面が本書で説明しているの客と異なる場合があり 
まず。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴー 
ビス会社に問い合わせてください。 
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本体の電源を ON じするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメ、ソセージが画面左下に表示されまず。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press く F 12> to boot 
from Network 


ここでく F おキーを押すと、 S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

じ(前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力ずる画面が表 
示されまず。パスワードを入力してください。 


Enter password !! 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを人力すると，本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を巧えません）。電源を OFF じしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類の"スワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設まや、を更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューがあることを示す 


現在表示しているメニューを示す 



□ 力ーソルキー （t > i ) 

画面に表示されている項目を還択しまず。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソルキー （^、イ 

Main や Advanced , Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを違択します。 

□ <一> キー/<+> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選がしている場合，このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータのまをを斤うときに押しまず。 

□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みまず。 

□ <F 1>キー 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作じついてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画 
面に戻りまず。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻しまず（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ < F 10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を巧レます。 


曰付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできまず。 

「 Main 」 一 「System Time 」 （時刻の設定） 

「 Main 」 一 「System Date 」 （日がの設定） 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

「 Advanced」fAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
「 Server 」 一 「 AC - LINK」^「Stay Off 」 


八ードディスクドライブ関連 


J \- ドディスクドライブのげ態を確認ずる 

「 Main 」 一 「Primary IDE Master 」 ^表示を確 f 忍する 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS か6電源が供給された6常に電源を ON させる 
「 Server 」 ^ 「 AC - LINK」 ^ 「Power On 」 

一 UPS か6電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 ^ 「 AC - UNK」 ^ 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設定する 

POST の実巧内容を表示ずる 

「 Advanced 」 ^ rSoot-time Diagnostic Screen 」 ^「ヒ nabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

コンソール端末か S 制御する 

「 Server 」 ^ [Console RedirectionJ それぞれの設ををする 
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本体背面 


DIMM #2 

DIMM #1 \ DIMM #3 


4^ 


⑤ 


區 


昭 


□ 


⑤ 


マザーボード 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

rAdvancedJ ^ 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」^ 再起動す 
るとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行ずる 

rAdvancedJ ^ 「Memory Configuration 」 一 「Extended RAM Step 」 一 「 IM 目」一再 
起動ずると詳細テストを実行する 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

rMainJ ^ fAdvanced Processor Options J ^ [Processor 1 CPUID 」- ►表示を fit 認する 

CPU のエラー情報をク u アずる 

「 M 却 n 」 一 「Advanced Processor Options 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起 
動するとクリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定ずる 

rAdvanced ! ^ 「 NumLock」「Off (起動時に無効 ） /On (起動時に有効)」 


DIMM #4 


本体前面 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced 」 一 rMemory Configuration 」 一表示を fit 認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下國のよう 
に対応していまず。 
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BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

["Security」 一 [Set Supervisor Password J パスワードを入力する 

「Security」 一 [Set User Password J ーパスワードを入力ずる 

管理者パスワード （Supervisor)、 ューザーパスワード (User) の順に設定しまず。 


が付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に対する設定をずる 

rAdvancedJ -► 「1/0 Device Configuration」 ^それぞれの機器に対して設定をする 

本体標準のフ□、ソピーディスクドライブを内蔵バックアップ装置に置き換えて、 0S 再イ 
ンストールや保守時にか付けフ□、ソピーディスクドライブけ卜付け USB フ□、ソピーディ 
スクドライブ)を使用する場合には、 B の S セットアップメニューを立ち上げて rMainJ - 
「Legacy Diskette A :」を rDisablecU に設定してください。 

N81 17-01A RS232C コネクタキットを増設した場合は、己 I0S セットアップメニューを 
立ち上げて、 「Advanced」一n/0 Device Configuration」一Rerial Port B」 を 「Enabled」 
に変更してください。 「Base I/O Address」 と 「Interrupt」 のメニューが追化表示され 
ます。 


内蔵デバイス関連 


本体内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「Advanced」fAdvanced Chipset Control」 一 「PCI Device」 一令れぞれのデバイス 
に対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

「Advanced」「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM れス□、ソト番号)」^ 
「Enabled」 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵機器の取り付け/取りがしの後） 

「Advanced」 一 [Reset Configuration DataJ ^ 「Yes」 一再起動ずるとクリアされる。 
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設定内容のセーブ関連 


wO SATAA — ドディスクドライブモデルで本体装備の RAID 機能を使巧してい 
¢¢3 る場台は必ず 、 rAdvancedJ メニューの「1/0 Device Configuration 」 
一 rSATA Controller Mode Option 」 をに nhancedj に設定し、 
rAdvancedJ メニューの「1/0 Device Confi 邑 uration 」 一 「SATA 
RAID Enable 」 を Enabled 」 に設定してください。初期値 （roisabledj ) 
のまま起動ずると八ードディスクドライブのデータが壊れる場合がありまず。 

BIOS の設定內容を保巧して終了ずる 

「 Exit 」 一 「Exit saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了ずる 

「 Exit」「Exit Discarding Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻ず 

「 Exit」「Load り etup Defaults 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 一 「Discard Changes 」 

現在の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 






ノ、ート•ウェア漏13已 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがありまず。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メ ニュー 

• Server メニユ ー 

• Boot メニュ ー 

• Ex けメニュ ー 

このメニューの中からサブ^ニューを選択ずることによって、さらIこ詳細な機能の設をができ 
まず。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動ずると、はじめに Main メニューが表示されまず。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Eriter> キーを押ずとサブメニューが表示されまず。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


System Time : 

[iE：18:58： 

Item 

Specific Help 



System Date : 

[04/05/2005： 

<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Legacy Diskette A : 

: Disabled： 

<Enter> 

selects fieLd. 

Hard Disk Pre-DeLay : 

[Disabled： 



► Primary IDE Master 

[120GB SATA1 : 



► Primary IDE Slave 

[None] 



> IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 



► IDE Secondsry/SLave 

[None] 



> Advanced Processor Options 




Language : 

[English (US)] 




FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 
項目については次の表を参照して<ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 


時刻の設定をしまず。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

[ Disabled ] 

360 Kb 5 V4 

1.2 MB 5 V4 

720 Kb 3 V2 

1.44/1.25 MB 3I/2 
2.88 MB 3 I/2 

フ□ツピーディスクドライブ（標準装備）の 
設定をします。 

フ□ツピーディスクを内蔵ノ \‘ツクアツプ装置に 
置き換えて、 0S 再インス!''ールや保守時にフ 
□ツピーディスク(外付け USB FDD ) を使用ず 
る墻合は、 「 Disabled 」 じ設定してください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 
に Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて巧菌の IDE 八ードディスク 
ドライブじアクセスずる際に八ードディスク 
ドライプの準備のための待ち時間を設ちしま 
ず。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

IDE Secondary/Master 

IDE Secondary/Slave 


それぞれのチャネルじ接続されているデパイ 
スのタイプを表示します。 

シリアル ATA (こ八ードディスクドライブを T 
台のみ接続した塌合、デバイスの情報は 
Primary IDE のエリア[こ表示されまず。 

一部設定を変更できる項目がありまずが、化 
荷時の設定のままにしておいてください。 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

Serial AT A 

Channel 0 Master 

Serial AT A 

Channel 1 Master 


シリアル ATA 八ードディスクドライプを2台 
接続した塌合にのみ表示されます。デバイス 
情報は SATA Port 1、2 、 Serial ATA 

Channel 0 Master , Serial ATA 1 Master の 
エリアに表示されまず。 

一部設定を変更できる項目がありますが、化 
荷時の設定のままにしておいてください。 

Advanced Processor 

Options 

— 

サブメニューを表示しまず。次ページを参照 
してください。 

Language 

[ English ( US )] 

Frangais 

Deutsch 

Espahol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


wO BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場含は、運巧の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3已で-湿度： 20%〜 
80%)か5外れた条件下で休止げ態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要ボずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買いボめの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してください。 
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Advanced Processor Options 

Main メニューで 「Advanced Processor Options 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Main 


Advanced Processor 

Options 

Item Specific Help 

Processor Retest 

C^] 

Select 'Yes' , BIOS wiL し 

CPU Speed 

1.86 GHz 

clear historical 

Processor 1 CPUID : 

06F6 

processor status and 

Processor 1 L2 Cache : 

2048 KB 

retest alL processors 
on next boot. 

Execute Disable Bit : 

: Disabled ： 


Enhanced Intel SpeedStep(R) Tech. 

: [Disabled] 


InteL(R) Virtualization Tech. : 

: Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 
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項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ □セ、 ソサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時じずベてのプ □セ、 ソサに対してテス 
卜を巧いまず。このオプションは次◎起動 
時に自動的[こ 「 No 」 に切り替わりまず。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ□セ、ソサの動作周波数を表示しまず（表 
示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 ( OFxx ) 

Disabled 

撒値の場合はプ□セ、ソサの ID を示しまず。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障を示しまず 
(表示のみ)。 

Processor 11-2 Cache 

nnn KB 

プ□セ、ソサのセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示します（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

1つの物理 CPU を2つの論理 CPU としてみせ 
て動作させる磯能でず。 Enabled に設定する 
と^つの CPU が2つじ見えます。 

ま： Hyper-threading Technology は、 
Hyper-threading Technology に対応し 
た CPU を搭載した場合のみ表示されま 
ず。机 indows Server 2003 W 外の 0 S を 
使用ずる場合は、 [ Disabled ] に設をして 
ください。 

Execute Disable Bit 

Enabled 
岡 sabled ] 

XD ビット機能の有効/無効を設走しまず。 

ま ： Execute Disable 巨 it は、 XD ピット機能 
に対応した CPU を搭載した場合のみ表 
示されます。 

Enhanced Intel Speed - 
Step ( R ) Tech . 

[ Disabled ] 

Enabled 

インテルプ□セ、ソサが提供する「拡張版イ 
ンテル SpeedStep テクノ □ジ」の機能の有 
効/無効を設走しまず。 

本項目は対応するプ□セ、ソサを搭載した場 
合'のみ、表示されまず。 

Intel ( R ) Virtualization Tech . 

|； Disabled ] 

Enabled 

インテルプ□セ、ソサが提供する「仮想化巧 
術」の機能の有効/無効を設定します。 

本項目は対応するプ□セ、ソサを搭載した場 
合のみ、表示されまず。 


[]： 出荷時の設を 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、達択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additiona し setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor specification : 

[1.4] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[DisablecO 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 じ設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 口づが表示されまず。（ここでく Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 
に設走します。システムの起動後にこのパ 
ラメークは「 N0 」じ切り替わりまず。 

NumLock 

[ On ] 

システム起動瞄こ Numlock の有効/無タカを設 


饼 f 

をしまず。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを横化したと 


Halt 

き(こ POST を中断するかどうかを設定します。 

Multiprocessor 

1.1 

マルチプ□セッサ仕様で巧応ずるノ '(ー ジョ 

specification 

[1.4] 

ンを違択します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を逞択ずると、と JTF の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed Memory 

— 

本体内蔵の基本モリ容量を表示しまず 
(表示のみ)。 

Available to OS 

— 

0 S で使巧巧能なメモリの総容量を表示しま 
ず（表示のみ)。 

Used by devices 


本体巧蔵の基本メモリ容量においてをデバ 
イスじよ y 使用されているメモリの総容量 
を表示します（表示のみ)。 

DIMM Group #1-#4 

Status 

実装容麗 ex .512 MB ) 
Not Installed 

Disabled 

メモリの現在の状態を表示します（表示の 
み）。「実装容麗 ex .5 に M 巨)」はメモリが取 
りかけられていて、正常であることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いていないことを示しまず。 「 Disabled 」 は 
DIMM が故障していることを示しまず。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧するかど 
うかを設走しまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

|； Disabled ] 

拡張メモリ[こ対ずるテストを実行するかど 
うか、および実巧する際のブ□ックサイズ 
を設定します。 


[]： 出荷時の設を 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「P 口 Configuration」 を逞択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、違択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded NIC 

PCI Slot 1Option ROM : : Enabled ： 

PCI Slot 2 Option ROM : tEnabled] 

PCI Slot 3 Option ROM : [EnabLed] 

PCI Slot 4 Option ROM : [EnabLed] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

LAN contnoLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-4 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□ットじ接続されているデバイス 
(ボード）に搭載されている团 0 S の有効/無交力 
を設ちずるサブメニューを表示しまず。取り 
がけようとしているディスクアレイコント 
□-ラおよび SCSI コント□ー ラなどに 0 S が 
インストールされている八ードディスクドラ 
イブを接続する際にはそのス□ットを 
「 Enabled 」 じ設をしてください。 0 S がイン 
ストールされていない八ードディスクを接続 
ずる際> またはバックアップデバイスをお続 
ずる際はそのス□ットを 「 Disabled 」 に設を 
してください。オプション ROM 团 OS を搭載 
した LAN コント□ーラボードを使用していて， 
このボードか6ネットワークブートをしない 
ときは 「 Disabled 」 にしてください。 

オプション ROM の展晶を無効にすることじよ 
り，メモリのミ肖費を防ぎ，起動時园を短縮さ 
せることができまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Embedded N に （ Gbit # l ) 

Advanced メニューの PCI Configuration で Embedded N に (Gbit#1) を選択すると]: > (下の画 
面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Embedded NIC 

Item Specific Help 

Onboard 1 AN Control rOrHSflSBfl 

Option ROM Scan: [EnabLed] 

Enable oe DisabLe the 

onboard LAN Device 
by setting item to the 
desired value. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN Control 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の有効/無タカを設ちしまず。 

Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の巨 IOS の展開の有効/無効を設走ずるサブメ 



ニューを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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I/O Device Configuration 

Advanced メニユーで n/0 Device Configuration」 を逞択すると心下の画面が表示されまず。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 



FI Help I i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"~〇 害 IJ り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないようにを意してくだをい。設 
Bto 定した値び他の U ソースで使巧されている場合は黄色の 「* j び表示されまず。 
黄ちの 「* j び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使巧するかどうかを指を 
しまず。 

Base I/O address 

に F 引 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる I / O アドレス 
を指走しまず。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを指 
をしまず。 

Serial Port 目 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート己を使用するかどうかを指を 
しまず。 

N 8117-01 A RS 232 C 〕 ネククキットを増設 
した場合は、 Enabled じ設定:してください。 

Base I/O address * 

3 F 8 
に F 引 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート巨に割り当てる I / O アドレス 
を指をします。 

Interrupt * 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巨に割り当てる割り込みを指 
をします。 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレルポートを使巧するかどうかを指を 
します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Mode 

[ Bi - directional ] 

EPP 

ECP 

パラレルポートに割り当てるモードを指をしま 
ず。巨 i - directional は双ち向で通常動作スピード 
で通信します。 EPP は拡張パラレルポート規格 
で最大2已 M 巨/秒での双方向 DMA - 圧縮伸易こ 
よる高速モード通信でず。 ECP は拡張パラレル 
ポート規格で最大 2 MB / 秒での双ち向 DMA 圧 
縮伸長による高速モード通信です。 

Base I/O address 

[378] 

278 

パラレルポートに割り当てるン〇アドレスを 
指をします。 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

パラレルポートに割り当てる割り込みを指 
をしまず。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 巳機器の有タカ/お巧を設をします。 

US 巨2.0 Controller 

|； Disabled ] 

Enabled 

USB 2.0 機器の有効/無効を設ちします。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 巨を正まじサポートしていない 0 S でも 

USB キーボードが使用できるよう(こするか 
どうかを設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有タカ/おタカを設をします。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択します。 

ミま意： 

特をの OS は Native Mode をサポートしてお 
りません。 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および PATA ドライブは自動横化され、 
legacy mode として認識されまず。 

Enhanced mode : 

SATA および PATA ドライブは自動横化され、 
native IDE mode として認識されまず。 

'ち青： 

SATA 単体接梳構成の場合は、 Compatible に設 
定してください。 

SATA AHCI Enable 

岡 sabled ] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサポートしておりませ 
ん。設をを Disabled から蛮要しないでくださ 
い。 

SATA Raid Enable 

脚 sabled ] 

Enabled 

オン ボー ド上の SATA インク フエー スを 使つ 
た八 ー ドディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定しまず。 

巽なる設定で SATA 八ードディスクドライブ 
から起動ずるとデータが壊れるおそれがあり 
ます。 

rSATA Controller Mode Option 」 が 
rEnhancedJ の時に表示されます。 


Serial Port 巨を Enabled じすることで表示されるメニユーです。 

[]： 化荷時の設走 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択ずると、 lU 下の画面が表示され 
ます。項目の前に「 ► 」がついているメニューは、違がして <Ente「> キーを押すとサブメニュー 
が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific HeLp 

Enable Multimedia Timer C^] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring CDisabLed] 

Wake On RTC Alarm CDisabLed ： 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer 

support. 


FI Help t i Select Item 
Esc Exit ■* •- Select Menu 


-/+ Change VaLues 
Enter Select ► Sub-Menu 



項目については) 欠の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

マルチメディアじ巧応ずるためのタイマー 


Yes 

の有効/おタカを設をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン 


[ Enabled ] 

機能の有効/お巧を設をしまず。 

机 ake On Ring 

[ Disabled ] 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 


Enabled 

ン機能の有効/お巧を設ちします。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

リアルなイムク□ックを利巧したスケ 


Enabled 

ジユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設ちします。 


[]： 化荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置じ移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Security 


User Password Is : 

Supervisor Password Is : 

Clear 

Clear 

Item Specific HeLp 

User Password controLs 

Set User Password 

[Enter] 

access to the system at 

Set Supervisor Password 


boot. 

Password on boot : 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Diskette access : 

CSupervisor] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

wO • [User Password 」 は 、 [Supervisor PasswordJ を設定していない 
国司 と設定できません。 

• OS のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

参 パスワードを忘れてしまった場合は、保守ヴービス会社までお問い合せ 

ください。 
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を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設をが態を示しまず。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設を状態を示しまず。 

Set User Password ホ 

8 文字までの奠数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になりまず。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
ず。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になりまず。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グオンしたときのみ設をできます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を行う/巧わない 
の設走をしまず。先にスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設をされて 
いて、このオプションが無効の塌合は BIOS 
はユーザーがプートしていると半!!断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

机 rite Protect 

八ードディスクドライブのブートセクタへ 
の書き込みを許可するか禁止ずるかどうか 
を設をしまず。 


rSetSupervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指走できます。 


[]: 化荷時の設定 
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S 白 rv 白广 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されまず。 

Server 六ニューで設定できる項目とその機能を示しまず。項目の前に「►」がついている六 
ニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

バ ラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 


[ Enabled ] 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうか設定しまず。 

AC-LINK 

Stay Off 

AC リンク機能を設走しまず。 AC 電源が再度 


[Last State ] 

供給されたときのシステムの電源の状態を 


Power On 

設走します（下記参照)。 


[]： 出荷時の設走 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を下 
の表Iこ示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sni み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Pow 白广 On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も 0 けのとき） 

Off 

饼 f 

On 

強制電源 0FP 

Off 

饼 f 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作でず。強制的に電源を OFR こします。 



UPS を接続している場合は 「 PowerOn 」 に設をします。 

UPS に接続している場合も10秒じ(上経過してから ON になるようにスケジュー 
リ ングの設定を してく ださい。 
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System Management 

Server メニューで 「System Management」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されまず。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific HeLp 

BIOS Version : 

0N02 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

Board Part Number : 

856-125147-001 

user mode. If any 

Board Serial Number : 

000000001010 

items require changes. 

System Part Number : 

[N 8100 -1068Y] 

please consult your 

System Serial Number : 

123456789 A 

system Supervisor 

Chassis Part Number : 

856-060350-008 


Chassis Serial Number 

04 


GBIA Module Version : 

00.03 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■* •- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

巳 IOS のバージョンを表示します。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示しまず0 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示しまず。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示しまず。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示しまず。 

GBIA Module Version 

— 

G 巳 IA のバージョンを表示しまず。 
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Console Redirection 

Server^ ニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


Console Reairection 

Item Specific HeLp 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [Disabled] 

Baud Rate : [19.2K] 

FLOW Control [CTS/RTS] 

Terminal Type : [PC ANSI] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi¬ 
rection. 

"Disabled" completely 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < *■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

岡 sabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

コンソール端末が接続されているコムポー 
卜のアドレスを設定しまず。 

ACPI Redirection Port 

|； Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

OS 動作中に使巧するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレート） 

を設定しまず。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制がのち法を設をします。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF8 

コンソール端末の種類を選択します。 


[]： 出荷時の設走 
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Boot 

力ーソルを巧〇饥」の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Boot 


Boot Dmomtv order : 

Item Specific Help 

1 

IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8589-(S 


2 

USB CDROM 

Keys used to view on 

3 

Legacy FLoppy Drives 

configure devices: 

4 

USB FDC: 

Up and Down arrows 

5 

USB KEY: 

seLect a device. 

6 

IDE HDD: WDC WD800JD-1 州 SA1-(S1) 

<+> and <-> moves 

7 

PCI SCSI 

the device up or down. 

8 

PCI BEV: IBA GE Slot 0300 v1236 

<f> and <r> specifies 

Excluded from boot order: 

the device fixed or 


USB HDD: 

removable. 

<x> exclude or include 

the device to boot. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/< i >キー、<十>キー/<一>キーで起動デバイスの優先順位を変更できまず。 

をデバイスの位置へ< f >キー /< i > キーで移動させ、<十>キ ー /<一>キーで優先順位を変更 
できます。 


wO EXPRESS 日 UILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順扭こ設定してくださ 

am い。 
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Exit 


力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説 B 月します。 


♦ Exit Savin 呂 Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保ちして SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確 f 忍の画面が表示 
されまず。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保をして 
SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動しまず。 


♦ Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (モリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 I ここの項目 
を選択します。ここで、 「No」 を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終了 
し、システムは自動的Iこシステムを再起動します。 「Yes」 を選択ずると変更した内容を 
CMOS メモリ巧に保存して SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動しまず。 

• Load Setup Defaults 


SETUP のずベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load 
Setup Defaul なを選択ずると、磕認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択ずる 
と、デフォルト値じ戻りまず。 「No」 を違択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動するじ(前の設定に戻しまず。 


♦ Save Changes 

今まで変更した内容を保ちし、 SETUP を続けまず。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しな < なったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、<ひ「1>キーと <AI わキーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


W -0 リセットは、本体の DIMM 巧のメモ U や処理中のデータをずベてク U アしてし 
■to まいまず。 A ングアップしたときな巧でリセットを巧うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


os か 6 シャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用しまず。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を巧び ON じずるときは、電源 OFF からが]10秒ほど待ってか6電源を ON にしてください。） 


"~〇 リモートパワーオン機能を使巧してしぶ場合は、一度、電源を ON にし直して、 
Bto os を起動させ、正常な方まで電源を OF 円こしてください。 
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目 



© 


c 





7ザーポード 



CMOS メモリのクリア 


CMOS^ モリに保をされている内容をクリアずる場合は本体内部のコンフィグレーション 
ジャンパスイ、ソチを操作して行います。 

• CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアップユーティリティ 
の設定の客がすべてデフォルトの設定に戻りまず。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となりまず。 



パスワードクリアジャンパ 
(PASSWORD 1) 


3 2 



〇 

〇 〇 

3 21 

〇 〇 

〇 


保持 


クリア 


(下側を使用） 

CMOS クリアジャンパ 
(CLR CM 0 S 1) 


3 

21 


〇 

〇 〇 

巧持 

3 

21 



〇 〇 〇 


クリア 



(7 ピンのうちち3つを使用) 
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次にクリアずる方法を示しまず。 


A® 
(g)( 


警告 


装置を安全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が巧じす 
る、または重傷を賃うおそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージな降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• U チウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り巧わない 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 

/ h \ 

などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページな降の説 
明をご覧ください。 

A 

♦ 中途半端に取り付けない 

♦ 指を挟まない 

♦ 高温ま意 


本体内部の部品は大変静電気におい電モ部品でず。本体の金属フレーム部分な 
團3 どに軸れて身体の静電気を逃びしてか5取り巧ってください。內部の部品や部 
品の端モ部分を素手で軸6ないでくだをい。静電気に関ずる説巧は S 已ぺージ 
で詳しく説明していまず。 


1. 86ページを参照して準備をする。 

2. 87ぺージを参照してサイドカバーを取り外ず。 

3. ジャンパスイッチの設定を r 保掛か己「クリア」に変更する。 

两~0 • 本体のジャンパピン吕 -3 に付いているクリップを使巧してください。 

• ク U ップをなくさないよ5を意してください。 

4. 3砂ほど待ってジャンバスイッチの設定を元に戻す。 

已.本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを巧す。 

6. POST 中に < F 2> キーを巧して BIOS セットアップユーティ U ティを起動して設定 
し直す。 
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パスワードのクリア 


1. 86ぺージを参照して準備をする。 

2. 87ぺージを参照してサイドカバーを取りがす。 

3. クリアしたい機能のジャンバスイッチの位置を確認する。 

4. ジャンバスイッチの設定を変更ずる。 

154 ぺージの図を参照してください。 

已.電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

じ(下の エラーメ、ソセー ジで POST が停止し ます。 

ERROR 

8151: Password Cleared By」umpe「' 

Press <F 1 > to resume, <F2> to Setup. 

6. 電源を OFF にし、手順 4 にて変更したジャンバの位置を元に戻す。 

ス本装置を元通りに組み立てる。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のように割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

Microsoft ACPI-Compliant 
System 

2 

カスケード接続 

10 

Intel ® の 801 G ( に H 7 

Family に M 己 us Controller -27 DA 

3 

— 

11 

PCI 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

己 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 















1 己 8 割り込みラインと!/〇ポートアドレス 


16進数で表記していまず。 

PCI デパイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数じよって任意に設をされま 
す。 


♦ I/O ポートアドレス 


アドレス *1 

使用チップ*2 

00- CF 7 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコントローラ1 

40-43, 50-53 

クィマ1 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

システムスピーカ 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

リアルタイムク□ック 

81-8 F , C 0 -DF 

DMA 1 、 DMA 2 

A 0- A 1 

割り込みコント□-ラ2 

F 0 -FE 

コプ□セッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリパス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

3巨 0-3 BB ，3 C 0-3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□ツピーディスクコント□-ラ1、の£コント日ーラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

378-37 F 

プリンタポート 

4000 -4 FFF 

ネットワーク、 PCI ルートポート 

E 000 -EFFF 

PCIe ルートポート 


12 
4で ムで 
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RAID コンフイグレーシヨン 


ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運巧するた 
めの方法について説 S 月しまず。外付けの八ードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコント□-ラと外付け増設ディス 
ク置体などがみ要です。詳しくはディスクアレイコント□-ラまたは外付け増設ディスク崖体 
に添付の説明書を参照して< ださい。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次のち 
法があります。 


• SATA 八ードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□-ラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコント日ーラを使用して構築する。 


シリアル ATAA — ドディスクドライブの RAID 構築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□-ラを使巧してディスクアレイ （RAIDO また 
は RAID1) を構築ずることができまず。 

構築に'必要となる機器はシリアル ATA に ATA) 八ードディスクドライブに台）のみです。 

• RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。このちまを 
「ストライピング」と呼びまず。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを2台の A - ドディスクドライブに分■散して記録しているためア 
レイを構成しているけードディスクドライブび1台でち故障ずるとデー 
夕の復旧はでさません。 

• アレイの論理容量は、接続された"ードディスクドライブの醫数倍とな 
日まず。 


• RAID 1 ( S ラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。このちまを「ミ 
ラーリング」と呼びまず。データを記録ずるときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
じ記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


"~〇 • データを2台の八ードディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 

置3 ため、を体ディスクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接病された八ードディスクドライブ1台と同じと 
な0まず。 
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J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順じついては、 
91ページを参照してください。 




RAID の有効化 

取りがけた2台の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには，マザーボードの RAID ジヤンパスイッチを変更しま 
ず。 


取り付ける2台の A — ドディスクドライプは同じ回転速度のらのを使巧してく 
ださい。また、 RAID 1を構築ずる場合は、同じ容量の A - ドディスクドライ 
プを使巧ずることをお動めしまず。 


VVi ドディスクドライブがモ搭載、もしくは1台のみ搭載の場合、出巧時の設 

を巧をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をされていま 
す。 


次の手順で B の S セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. 86ぺージを参照して準備をする。 

2. 87ページを参照してサイドカバーを取りがす。 

3. ジャンバスイッチの設定を 「 RAID 」 に変更する。 



と J 上で完了です。 
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Setup Utility 

ここでは、本製品の〕ンフイグレーシヨンツール、 LSI Logic Software RAID Setup Utility に 
ついて説明しまず。このユーティリティは、 LSI Logic Software RAID に常駐ずるため、その 
操作は 0S からは独立しています。 


Setup Utility の起動 


LSI Logic Software RAID Setup Utility の起動 

1. 本体装置の電源投入を、次におす画面が表おされた時に、 [ Esc ] キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

2. POST 画面で、 LU 下の表示を確認した S 、 く CTRL >+ く M > キーまたはく Enter > キー 
を巧す。 

LSI Logic Software RAID Setup Utility が起動しまず。 


LSI MegaRAID Software RAID BIOS Version A.01.10 241435 R 

LSI Logic SATA RAID Found at PCI Bus No;00 Dev No:IF 

Scanning for port 00. .. Responding. HDT 722525 DLA380 237963MB 

Scanning for port 01... Responding. HDT 722525 DLA380 237963 MB 

Scanning for port 02... Not Responding. 

Scanning for port 03... Not Responding. 

Press Ctrl-M or Enter to run LSI Logic Software RAID Setup Utility. 


^ LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動するための画面表示は八ード 
ディスクドライブが1台上接続されていないと表示されません。 

八ードディスクドライブが正しくち続されているかお認して<ださい。 
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LSI Logic Software RAID Configuration Utility TOP メニユ ー (Management Menu ) 画面 

LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 

Configure 

Initialize 

Objects 

Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive 切 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


LSI Logic Software RAID Setup Utility の終了 

LSI Logic Software RAID Setup Utility の TOP メニューでく ESC > キーを押します。 
磕認の^、ソセージが表示されるので、 「 Yes 」 を選択します。 


Please Press <Ctrl> く Alt> く Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く CTRL >+ く ALT >+ く DEL > 丰一を押します。 
本体装置が再起動します。 
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メニユ — ツ u— 


ミ凡な 民と 

なも一見 

◊: 選択 • 実行パラメータ • ：設定パラメータ-:情報表示 
♦ : □ ジカルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を巧う 

ク Easy CoDTiguration 

Configuration の設を個を值使用） 

ONew Configuration 

Configuration の新規設を 

ク View/Add Configuration 

Configuration の追加設を、表示 

クロ ear Configuration 

Configuration のクリア 

^Select Boot Drive 

起動ずる□ジカルドライプを選択ずる 

Oinitialize 

□ジカルドライブ初期化 

OObjects 

各種設を 

ク Adapter 

ディスクアレイコント□—ラ設定 

冷 Sel. Adap 喊 

Configuration のクリア 

•Rebuild Rate 

30 

♦Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

初期値表示（設定不要） 

•Read Ahead 

初期値表示（設定不要） 

•Bios State 

Enable 

•Stop on Error 

No 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factoty Default 

デフォルトの設ををずる 

ク Logical Drive 

□ジカルドライブ操作 

ク Logical Drives 

□ ジカルドライブの選択 ( 權数 □ ジカルドライプが存在） 

Oinitialize 

□ジカルドライブの巧期化 

OCheck Consistency 

□ ジカルドライプの冗長性チエック 

OView/Update Parameters 

□ジカルドライプ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

□ジカルドライブを構成している八ードディスクドライブ数 
を表示 

- State 

□ジカルドライプの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

- Read Ahead 

リードアへッドの設定:表示 










































164 Setup Utility 


メニユー 

説明 

冷 Physical Drive 

物理ドライブの操作 

^Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

OMake HotSpare 

オートリピルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設を 

OForce Online 

ディスクをオンラインにずる 

OForce Offline 

ディスクをオフラインにずる 

ODevice Properties 

へー ドディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レピジョン 

ク Rebuild 

リピルド実行 

ク Check Consistency 

□ ジカルドライブの冗長性チエック 
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Setup Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニユ ー （Mana 呂 ement Menu) より、 「Confi 呂 ure 」 一 「New 
Configuration 」 を選択ずる。追加作成の場合 ■ は、 rView/add Configuration 」 
を選択ずる。 





• 「New Confi 呂 urationj で Configuration を作成の場合、既巧のコン 
フイ グレーシヨ ン情報がクリアされまず。既をのコンフイ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 urationj を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では、 RAID 1のスパン/ RAID 已のスパンの作 
成、□ジカルドライブ容量の設定ができません 。 [New 

Confi 居 urationj か 「 View/Add Confi 邑 urationj で作成してくださ 
し、。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にスキャンの情報が表示されます)、終了ずると、 
[NewConfiguration - ARRAY SELECTHON MENU 」 画面が表示されまず。 

I - New Configuration - ARRAY SELECTION MENU - j 

PORT 甘 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを含わせ、 

く SPACE > キーを押す。 

八ードディスクドライブが選択されまず。（選択八ードディスクドライブの表示が 
READY から ONLINE になりまず） 

I- New Configuration - ARRAY SELECTION MENU - j 

PORT 甘 



日.く FI 日 > キーを巧して 、 Select Confi 邑 urable Array ( s ) を設定する。 
6. く SPACE > キーを巧す。 

SPAN -1 が設定されます。 


Select ConTiaurable Array(s) 




— A-0 — 

SPAN-1 
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7. < F 10> キーを巧して□ジカルドライプの作成を行う。 

[Logical Drives Configure 」 画面が表示されまず。（下記國は、八ードディスクドラ 
イブ2台、 RAID 1 を例にしていまず） 

- Logical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes Stripe Sz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWG = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 


パックを組んだ HDD の数じよって選択可能な RAID レベルが変わります。 

に） 「 Size 」 ：□ジカルドライブのサイズを指定します。ディスクアレイコント □- 
ラ1枚で最大40個の□ジカルドライブが作成できまず。 

(3)「 DWC」 ： Disk Wri お Cache の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

〇けそ 

ライトス ルー 

On 

ライトバック 


#推奨設定 


(4 )「RAJ : Read Ahead の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇が 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 


#推奨設定 


(5) rSpanJ : Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN 二 N0 

スパンを行わない 
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9. ずべての設定が完了した5、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

□ジカルドライブが生成され 、 [Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライ 
ブが表示されます。 

10. □ジカルドライブを生成した5、く ESC > キーを巧して画面を麻ブ 、 「Save 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 有 uration のセープ完了メッセージが表示された5、く ESC > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects 」 一 「Lo 旨 ical Drive 」 一 rView/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する。 

13. T 日 P メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「1_〇封 cal Drives 」 の画面が表おされた S 、 イニシャライズを行う□ジカルドライ 
プにカーソルをちわせ、スペースキーを巧す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

15. □ジカルドライブを選択した5、く F 1 日>キーを巧し口 nitialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずると Initialize が実行されまず。 

[Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了でず。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに巧して、整含性チェックを巧う。 

詳細な実行ち法は「整合性チェック」 （171 ページ）をご参照<ださい。 

17. く ESC > キーで T 日 P メニューまで戻って、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了ずる。 




• コンフィグレーションの作成を巧った時は、必ず、整合性チェックを実 
行してください。 

• 整合性チェックには修復モードと修復無しモードがありまず。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動ずる。 

2. LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

3. TOP メニユーより、 rRebuild 」 を選択ずる。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が表示されまず。 

I - Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている八ードディスクドライブに力ーソルを合わせ、く SPACE > 
キーで選択ずる。（複数の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

已.八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点ミ臧する。 

6. 八ードディスクドライブの選択が完了した S 、 く F 1 日>キーを巧してリビルドを実 
行ずる。 

7. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了でず。 

8. < ESC >+— で TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

3. T 日 P メニユーより、「日 bjects 」 一 「Physical Drive 」 を選択ずる。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されまず。 

I- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定ずる八ードディスクドライプにカーソルををわせて、 
く ENTER > キーを押ず。 

日 . 「Port # X 」 の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 
6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 H 0 TSP 」 に変更されます。 


PORT# 
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7. < ESC >+— で TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 

Utility を終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホットスペアの設をを取り消ずには、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 

I チェック I rP 日け #X 」一 「 ForceOffline 」 を選択します。 

• ホットスペア用八ードディスクドライブが權数 ( 同一容量 ) ある場合は、 
CH 番号 / ID 番号がルさい八ードディスクドライブから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チェック 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニユーより 、 |"Check Consistency 」 を選択ずる。 

[Logical Drives 」 の画面が表示されまず。 

3. 整を性チェックを行ラ□ジカルドライプに力ーソルをちわせ、スペースキーを巧 
す。 

□ジカルドライブが選択されまず。 

4. □ジカルドライプを選択した S 、 く F 1 日 > キーを巧して、整合性チェックを行う。 
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日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チ王、ソクが実行されまず。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が100%1こなったら、整合性 
チェックは完了です。 

6. く ESC > キーで TOP メニューまで戾つて 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


PM 


コンフィグレーションの作成を巧った時は、必ず、整合性チェックを実 
行してください。 

整合性チェックには修復モードと修復無しモードがありまず。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを巧います。 TOP ^ ニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を違択 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスクアレイ 
コント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
[Clear Configuration 」 を実行すると、ディスクアレイコント□—ラの全てのチヤネルの 
コンフィグレーション情報がクリアされます。 




ディスクアレイコント□-ラと八ードディスクドライプのコンフィグ 
レーション情報が異なる攝含、（ディスクアレイコント□-ラ不具合によ 
る交換時 W 外)ディスクアレイコント□ーラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常に巧えません。その塌合に 
は、 「 ClearConfiguration 」 を実施して、再度〕ンフィグレーションを作 
成してください。 

□ジカルドライブ単位の削除は 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Util ホ y ではできません 。 MegaRAID Storage Manager を使用してくださ 
い。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンライン I こすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ^八ードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Ra おを設定:します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」^「 Adapter 」^ rSel . Adapter」^「Rebuild Rate 」 を選択。 
日％〜100%の範囲で設定可能。デフオルト值(設定推奨値)3096。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できまず。 

TOP 六ニューより、 rObje は S」 ^ 「Physical Drive 」 
[Drive Properties 」 を選択 


* 八ードディスクドライブ選択- 









